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第 5 章では、第 4 章で提案した差分法を組み合わせた手法を応用し、レーザー超音波を
用いた回転円柱および中空円筒の内部温度分布計測手法について述べている。この手法は
外面加熱または内面加熱による軸対称温度分布を有する円柱や円筒を対象としている。円
柱では外周を伝搬する表面波の計測、中空円筒では外周を伝搬する表面波と半径方向に伝
搬する縦波の同時計測を行うとともに、円筒座標系の一次元熱伝導方程式を差分法で解く
ことにより、半径方向の温度分布を求めることができる。回転円柱の温度同定において、
円柱回転時の偏心によるレーザー照射位置の変化で伝搬距離が変化するため、温度計測に
大きな誤差が生じる。そこで、円周を時計回りおよび反時計回りに伝搬する二つの表面波
の伝搬距離の合計が円柱一周分になることに着目することで、回転時の偏心の影響を受け
ない高精度な温度計測を可能にした。各手法の有用性はガスバーナーを用いた加熱実験を
通して、赤外線カメラや熱電対との比較より確認した。  
第 6 章では、斜入射バルク波計測による加熱面近傍の温度分布計測手法について述べ
ている。第 5 章では、円柱の半径方向の温度分布を対象としているのに対し、本手法は、
円柱の軸方向の一次元温度分布を対象としている。また、第 4 章で提案した手法で軸方
向の温度分布を求めるためには、超音波の送受信を加熱面に対向する面で行う必要があ
るため、例えば、工作機械のように工具や被加工物を固定する場合、超音波の送受信が
困難となる。本手法では、レーザー超音波によって励起される縦波と横波の指向性に着
目し、パルスレーザーを加熱面に対して垂直な面に照射し、その面から加熱面に対して
斜入射するバルク波を用いて加熱面近傍の温度分布を求めることができる。この手法の
有用性はアルミニウム円柱端面を加熱したときの円柱内部温度分布モニタリングより確
認した。  
第 7 章では、以上の結果をとりまとめ総括としている。開発した手法は、板材や円柱、
中空円筒および回転体といった測定対象に対して、非破壊・非接触に温度分布を測定でき
る。今後、これらの手法が実際の加工プロセス等の温度モニタリングに適用されることが
期待される。  
 
 
